
 

 

 

 

 

実りの多い秋に 
早いもので、５年生になって半年が過ぎました。野外活動ではみんなが協力して楽しく活動

し、一人一人が自分の役割をしっかり果たしました。２度目の野外活動となる５年生では、上

級生として班全体のことにも気を配りながら、野外炊飯やキャンプファイヤーなどで率先して

行動していたのが印象的でした。 

今月は、校外学習、就学時健診などの行事があります。一つ一つの行事を通して、６年生に

向けての意識を高めていきたいと思います。 

秋は何をするのにもよい季節です。興味をもったことに進んでチャレンジして、充実した日々

を過ごしてほしいと思います。今月もご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

月 火 水 木 金 土 日 

 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

 

 

学年費等引き落とし日  教育研究集会 

１３：１０一斉下校 

委員会   

７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ 

 視力検査 校外学習 

（名古屋市港防災センター） 

交通指導 クラブ 
 

 

１４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ 

体育の日 

市民体育祭 

  就学時健診 

１５：３０下校 

   

２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ 

サツマイモ掘り 即位礼正殿の儀  交通安全教室 

サツマイモ掘り予備日 

（５限） 

交通安全教室予備日 

実施のとき 

１５：０５一斉下校 

実施しないとき 

１６：００下校 

  

２８ ２９ ３０ ３１    

計算コンクール 授業参観 

PTA読み聞かせ 

PTA 役員会 

研修会 

     

令和元年９月３０日（月） 

５年学級通信 

１０月の予定 

１１月の主な予定 
 

１６日（土）学習発表会 

      書写コンクール（１７日まで） 

２１日（木）持久走事前健診 

２２日（金）振替休業 

２５日（月）算数コンクール 



連絡 とお願い 

〇 校外学習について 

９日（水）に名古屋市港防災センターへ行きます。５年生は、総合学習で「守るぞ命！自分に何が

できる？」をテーマに防災についての学習を進めています。夏休み中に自分でもっと知りたいと思っ

たことについて資料を集めてもらいました。３学期には、一人一人学んだことを発表する予定です。

防災センターで体験したことも含め、発表につなげていけるようしっかり体験や見学をしてきたいと

思います。 

 

○ 学習について 

  普段の授業でも「問題を解くだけではなく、答え合わせをし、その後しっかり直す」ことを話して

います。特に、どこで間違えたのかをきちんと理解することが大切です。少しずつですが、正しく直

すことができるようになってきました。 

２８日（月）に計算コンクールがあります。かけ算やわり算など、授業の始めに取り組んでい

る基本的な計算問題を１００問出題します。前年度までに学習した内容がほとんどですが、苦手

と感じている子が見られます。５年生の２学期は学習量も多く、今後は学習内容が急激に難しく

なりますので、正確に計算する力を身につけておくことが大切です。自主勉強でも計算練習をす

ることをすすめています。全員が８０点以上合格を目指していますので、おうちの方からも声か

けをしていただきますようご協力をお願いします。 

 

〇 授業参観について 

  ２９日（火）の授業参観は、道徳の授業を行います。道徳の授業は、普段から自分の考えを発表す

る子が多く、道徳の学習が好きだという声もよく聞きます。友達の考えを聞くことによって、「そんな

考え方もあるのだな」と気づき、道徳ノートに「私にはこんな考えはありませんでした」と書いてい

る子も多くみられます。一人一人の発言を大切にして進めていきたいと思います。 

 

〇 読書の秋 

  秋には、「勉学の秋」「読書の秋」「スポーツの秋」「食欲の秋」などいろいろな秋があります。この

秋には「読書の秋」に力を入れてみてはいかがでしょうか。毎日の朝読の時間には、静かにすぐに本

を読む子が多くなりました。また、休み時間や給食を早く食べた時にも本を取り出して読んでいます。

友達の読んでいる本を借りて読んでいる子もいます。ただ、いつも同じ分野の本を選ぶ傾向があるの

で、違う分野にも目を向けていってほしいと思います。また、少しずつページ数の多い本を読む人が

増えてきました。これを機会に家族で同じ本を読んで感想を話し合うのも楽しいと思います。 

 

〇 時間を大切に 

  最近の生活を振り返り、少し気になることがあります。チャイム着席が乱れてきました。「このくら

い」と思っていても、積み重なれば大きな時間になります。また、遅れることは、きちんと時間を守

っている人の時間を奪うことにもなります。自分のためにも、周りのためにも時間を意識して行動す

るように話しています。 


